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１
　
所
在
地
　
　
　
広
島
県
福
山
市
草
戸
町

２
　
調
査
期
間
　
　
第
二
八
次
十

一
九
七
九
年
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５４
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一
二
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一
日
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年

一
〇
月
二
八
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第
二
九
次
―
八
〇
年

一
〇
月
二
九
日

！
八

一
年
六
月

一
八
日

３
　
発
据
機
関
　
　
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所

４
　
調
査
担
当
者
　
広
島
県
草
戸
千
軒
町
遺
跡
調
査
研
究
所
代
表
　
松
下
正
司

５
　
迫退
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
を
江
戸
時
代

７
　
迫逗
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

本
年
度
は
、
第
二
八

・
二
九
次
調
査
と
し
て
東
西
七
五
ｍ
×
南
北
四
〇

ｍ
の

三
〇
〇
〇

ｍ２
を
遺
跡
包
蔵
中
州
中
央
部
で
実
施
し
た
。
前
年
度
と
同
様
柵
と
濤

そ
の
他
を
検
出
し
、
遺
構
が
複
雑
に
錯
綜
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

鑑
書
木
札
類
は
Ｓ
Ｅ

一
八
五
〇
か
ら
削
暦
四

一
点

・
呪
符
二
点

・
断
片
二
点

の
四
五
点
を
検
出
し
た
の
を
始
め
、
Ｓ
Ｋ

一
八
九
〇
か
ら
八
点
、
Ｓ
Ｇ

一
七
九

一
か
ら

一
一
点
等
八
遺
構
か
ら
七
〇
点
が
出
土
し
た
。

Ｓ
Ｅ

一
八
五
〇
は
径
約
二

・
一
ｍ
の
円
形
掘
形
の
ほ
ぼ
中
央
に

一
辺
約
九
五

Ｃｍ
の
方
形
横
桟
型
の
井
側
を
据
え
た
も
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｋ

一
八
九
〇
は
長
径
二

・
八
ｍ
Ｘ
短
径

一
・
七
ｍ
の
長
円
形
を
し
た
土
墳
で
、
底
部
お
よ
び
落
込
み
部

に
木
質
が
堆
積
し
て
お
り
、
漆
椀
や
折
敷
な
ど
多
く
の
木
製
品
が
出
上
し
た
。

Ｓ
Ｇ

一
七
九

一
は
前
年
度
の
第
二
七
次
調
査
分
と
合
わ
せ
東
西
約
三

一
ｍ
Ｘ
南

北

一
五
ｉ
八
ｍ
の
長
方
形
を
し
た
池
で
、
土
師
質
土
器
の
他
に
下
層
の
暗
灰
色

粘
上
層
か
ら
多
く
の
木
製
品
や
草
履
が
出
土
し
た
。
次
に
列
記
し
た
も
の
は
伴

出
遺
物
か
ら
室
町
時
代
中
期
頃
の
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

墨
書
木
札
類
は
七
〇
点
が
出
上
し
た
。
内
訳
は
、
中
世
木
簡

（□
・
９
な
ど
）

五
点

・
塔
婆
お
よ
び
呪
符

（図
・
団
な
ど
）
三
点

・
折
敷
お
よ
び
折
敷
片
に
墨
書

の
あ
る
も
の

（田
・
□
な
ど
）
五
点

・
用
途
未
詳
の
木
製
品
に
墨
書
の
あ
る
も
の

三
点

（硼
・
Ｇ
・
口
▼
断
片
九
点

・
削
居
四
五
点
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
中
世
木
簡

に
は
全
て
板
材
で
、
長
方
形
の
材
に
墨
書
の
あ
る
も
の
が

一
点

・
長
方
形
の
材

に
穿
孔
し
た
も
の
一
点

・
長
方
形
の
材
の
一
端
を
尖
ら
せ
た
も
の
二
点

（以
上

板
材
）
・
表
面
長
方
形
の
材
を
削
り
穿
孔
し
た
も
の
二
点
が
あ
る
。
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金
剛
力
士
は
そ
の
智
恵
に
よ
っ
て
煩
悩
を
打
砕
く
と
言
わ
れ
る
が
、
こ

の
札
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
呪
い
を
行
っ
た
の
か
は
不
明
で
あ
る
。

団

「
蔑

阿
天
形
星
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
序⇔∞溢
∞も
中
愚

一
般
に
天
刑
星
と
記
さ
れ
る
道
教
の
神
で
、
『地
獄
草
紙
』
に
は
牛
頭

天
王
や
そ
の
他
の
悪
鬼
を
酢
に
浸
し
て
食
す
る
と
見
え
、
疫
鬼
を
退
治

す
る
神
と
し
て
請
来
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
後
に
は
痘

盾
の
神
で
あ
る
牛
頭
天
王
と
同

一
視
さ
れ
た
よ
う
で
、
ま
た
産
生
の
神

な
い
し
夫
婦
の
好
し
み
を
結
ぶ
媒
神
へ
と
推
移
し
て
い
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
な
お
、
草
戸
千
軒
町
遺
跡
の
Ｓ
Ｅ
三
八
〇
や
和
歌
山
県
中
之

荘
遺
跡
か
ら
類
例
の
報
告
が
あ
る
。
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μ］μ溢
ｏ∞
苫
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筆
致
は
繊
細
で
あ
る
。
内
容
が
不
明
の
た
め
断
定
は
で
き
な
い
が
、

札

・
付
札
と
は
考
え
に
く
い
。
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共
に
形
状
は
小
形
長
方
形
の

一
端
を
圭
頭
に
し
た
も
の
で
、
将
棋
の
駒

に
酷
似
す
る
。
用
途
は
未
詳
で
あ
る
が
、
遊
戯
具
に
用
い
た
も
の
か
も

し
れ
な
い
。
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音
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※□
の
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天

牛
頭
天
王

日
□
（
花
押
）

「
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観
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一
度
書
い
た
上
に
更
に
墨
書
し
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。
記
載
の
八
幡

大
菩
薩
は
「
人
の
国
よ
り
は
我
国
、
人
の
人
よ
り
は
我
人
」
と
い
う
よ
う

な
託
宣
を
通
じ
て
広
く
民
衆
に
支
持
さ
れ
、
牛
頭
天
王
は
疫
病
や
病
虫
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害
を
も
た
ら
す
御
霊
の
統
御
神
と
し
て
広
く
信
仰

さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
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」
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研
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軒
』
Ｎ。
９０
）
一
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八
〇
年
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人
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塁

書
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」
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究
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ス
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』
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